
2001 年業績集(邦文) 

1. ＜子宮内膜症治療＞ 薬物療法と手術療法の組み合わせ 

倉林工、田中憲一  日本臨床 59（増）：161-164 

2. 更年期外来における HRT と骨粗鬆症診療の意義 

倉林工、田中憲一  Osteoponosis Japan 9：30-33 

3. ＜高齢者医療におけるエビデンス＞ HRT：効果とリスクおよび治療期間 

倉林工、田村希、菊池真理子、松下宏、富田雅俊、田中憲一  内科 87：

256-260 

4. ホルモン補充療法の治療効果 骨、皮膚、結合組織 

松下宏、倉林工、田中憲一  Pharma Medica 19：41-45 

5. 今日の治療指針 - 私はこう治療している- 習慣流産 

高桑好一  今日の治療指針 2001 764-765 

6. 生殖免疫学の進歩 - その解明と限界- 異常妊娠にかかわる免疫学 - 流

産と免疫 

高桑好一、田中憲一  産婦人科の世界 53：177-184 

7. 骨粗鬆症検診における骨量測定法 

富田雅俊、倉林工、田中憲一  CLINICAL CALCIUM 11：509-513 

8. 特集 婦人科における多重癌：A 家族性遺伝性腫瘍における多重癌 本邦に

おける家族性卵巣癌の基礎と臨床 

関根正幸、田中憲一  Oncology ＆ Chemotherapy 17：18-22 

  



9. 新潟大学医学部附属病院産婦人科遺伝外来の現況（1999-2000 年の臨床統

計報告） 

東野昌彦、相田浩、高桑好一、田中憲一、増田寛樹  日産婦学会新潟地方

部会会誌 85：7-9   

10. 呼吸不全にて発症した肺水腫合併重症妊娠中毒症の 1 症例 

石井史郎、永田裕子、加勢宏明、東野昌彦、倉林工、高桑好一、田中憲一、

谷啓光  日産婦学会新潟地方部会会誌 85：13-18 

11. 自己免疫異常を伴う既往重度 IUGR 症例に対する柴苓湯 低用量アスピリン

療法 

高桑好一、石井桂介、三井卓弥、永田裕子、小島由美、八幡哲郎、菅谷進、

鈴木美奈、東野昌彦、倉田仁、石井史郎、倉林工、田中憲一、佐藤尚、和田

雅樹、松永雅道  日産婦学会新潟地方部会会誌 85：19-22 

12. 妊娠中のステロイド内服による産褥期骨密度の検討 

田村希、菊池真理子、松下宏、富田雅俊、倉林工、田中憲一  Osteoporosis 

Japan 9：26-28 

13. 妊娠・分娩のくり返しによる腰椎骨密度変化とビタミン D・エストロゲン受容体

遺伝子多型との関連 

松下宏、倉林工、富田雅俊、菊池真理子、田村希、田中憲一  Osteoporosis 

Japan 9：21-22 

14. 不育症の新しいトレンド -染色体異常夫婦の相談にどう対応する 

高桑好一、石井桂介、相田浩、幡谷功、東野昌彦、田中憲一  産婦人科治

療 82：558-56 

15. 不妊症と感染症の現在 -不妊治療とウイルス感染症 

高桑好一、鈴木美奈、藤田和之、花房秀次、田中憲一  化学療法の領域

17：90-94 



16. 不育症診療の新展開 - 1.免疫学的妊娠維持機構 - 

高桑好一、石井桂介、三井卓弥、東野昌彦、田中憲一  産科と婦人科 68：

695-700 

17. 閉経後骨祖鬆症での HRT、活性型ビタミン3 製剤無効例に対する第二選択

としてのエチドロネート併用療法の有効性の検討 

富田雅俊、倉林工、田村希、菊池真理子、松下宏、田中憲一  Osteoporosis 

Japan 9：74-76 

18. 散発性および家族性上皮性卵巣癌におけるエストロゲンレセプターとの発

現 

呉洪軍  日本産科婦人科学会雑誌 53：831-840 

19. 閉経後骨祖鬆症の病態・予防・治療 

倉林工   新潟医学会雑誌 115：122-126 

20. 妊娠中毒症 病因と病態形成 胎盤形成障害 

高桑好一、加勢宏明、田中憲一  新女性医学大系 24 49-55 

21. 体外受精・胚移植における子宮動脈血流改善を目的とした低用量アスピリン

投与の有用性に関する検討 

菅谷進、鈴木美奈、永田裕子、小島由美、藤田和之、倉林工、田中憲一  日

本不妊学会雑誌 46：17（155）-23（161） 

22. 我々の行なっている子宮形成手術 Strassmann 術式 産婦人科手術のコツ 

高桑好一、田中憲一  日本産科婦人科手術学会誌 120-121 

23. 臍帯血ガス分析の意義 

高桑好一、田中憲一  日本医事新報 110-111：4034 

  



24. 子宮腺筋症（子宮内膜症）と不育症に関する臨床的検討 

高桑好一、石井桂介、三井卓弥、安達博、今井勤、東野昌彦、田中憲一  エ

ンドメトリオージス研究会会誌 22：125-129 

25. 皮膚筋炎に合併した卵巣癌の 1 例 

松下宏、倉田仁、西野幸治、渡辺稔、菊池真理子、青木陽一、田中憲一  産

婦人科治療 83：115-117 

26. 婦人科腫瘍の分子、細胞生物学：婦人科癌と高発癌家系 

田中憲一  新女性医学大系 41：303-311 

27. 各科領域における血栓症：抗リン脂質抗体症候群 -生殖異常との関わりを中

心として- 

高桑好一、石井桂介、安達博、三井卓弥、東野昌彦、田中憲一、田村正毅  

新潟医学会雑誌 115 ：219-244 

28. 産婦人科における中高年女性の生活習慣病対策 

倉林工  新潟医学会雑誌 115：345-351 

29. 排卵誘発併用の子宮内人工受精の各周期毎の予後因子の解析 

田村希、長谷川功、鈴木美奈、藤間博幸、村川晴生、本多晃、八幡哲郎、山

本泰明、倉林工、田中憲一  産科と婦人科 68：1334-1338 

30. 胎児母体間輸血症候群（feto-maternal transfusion syndrome : FMT）の 1 例 

永田裕子、石井史郎、高桑好一、田中憲一、竹内一夫、松永雅道、長谷川功、

吉谷徳夫、湯沢秀夫、新井繁、谷啓光  日産婦新潟地方部会会誌 86 ：1-4 

31. HIV 感染妊婦の管理経験 

高桑好一、石井桂介、鈴木美奈、永田裕子、小島由美、三井卓弥、菅谷進、

八幡哲郎、東野昌彦、石井史郎、倉林工、田中憲一、松永雅道、佐藤尚、内

山聖  日産婦新潟地方部会会誌 86：10-12 



32. 子宮筋腫に対しての子宮動脈塞栓術の経験 

富田雅俊、渡辺稔、菊池真理子、加勢宏明、青木陽一、田中憲一、関裕史  

日産婦新潟地方部会会誌 86：13-17 

33. リスクマネジメント医療事故防止に対する教室の取り組み 

石井史郎、倉田仁、倉林工、青木陽一、高桑好一、田中憲一  日産婦新潟

地方部会会誌 86：23-34 

34. 臍帯血移植 

常木郁之輔、倉田仁、高桑好一、田中憲一  新潟医学会雑誌 15：437-443 

35. 家族性卵巣癌 

関根正幸、田中憲一  産婦人科の実際 50：1827-1833 

36. 子宮内膜症の治療ストラテジー 卵巣癌の合併 

青木陽一、田中憲一  臨床婦人科産科 55：1355-1357 

37. 腹式単純子宮全摘 

八幡哲郎、田中憲一  産婦人科の実際 50：1581-158 
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